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本日、ご審議いただく内容

１．評価対象区間
２．計画段階評価手続きの進め方（案）
３．地域の現状と課題
４．政策目標（案）の設定
５．意見聴取方法（案）

・・・ 2
・・・ 4
・・・ 6
・・・15
・・・17
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１．評価対象区間



3１．評価対象区間

〇八女市、広川町は、福岡県南部に位置し、九州縦貫自動車道の八女ＩＣ、広川ＩＣが存在するほか、九州を南北に
縦貫する国道3号、九州を東西に横断する国道442号が分岐・合流するなど道路交通網の結節点を有する地域。

○評価対象区間は、福岡県を縦貫する国道3号のうち、八女市と広川町の市街地を通過する2車線区間。

【広域図】
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２．計画段階評価手続きの進め方（案）
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地 方 小 委 員 会

【令和元年５月２８日】

２．計画段階評価手続きの進め方（案）

【審議事項】
◆計画段階評価
手続きの進め方（案）

◆地域の現状と課題

◆政策目標（案）

◆意見聴取方法（案）

◆意見聴取内容
○地域と道路の課題
○政策目標 （案）

◆意見聴取方法
《 ヒアリング
オープンハウス

アンケート 》
対象者： 沿線自治体

団体代表者
地域住民
企業 等

◆意見聴取内容
○対策方針（複数案）
の検討に際し重視
する項目

◆意見聴取方法
《 ヒアリング
オープンハウス

アンケート 》
対象者： 沿線自治体

団体代表者
地域住民
企業 等

【審議事項】

◆地域から聴取した
意見内容の確認

◆地域等の意見を踏
まえた対応方針
（案）の検討

対
応
方
針
の
決
定
（概
略
ル
ー
ト
、
構
造
）

意見聴取

【審議事項】

◆地域から聴取した
意見内容の確認

◆政策目標の設定

◆複数案の設定

◆評価項目の設定

◆複数案の比較評価

◆地域の意見聴取
方法（案）

意見聴取
第１回

九州地方小委員会

第２回

九州地方小委員会

第３回

九州地方小委員会
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３．地域の現状と課題
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7３－１．地域の現状＜人口・高齢化率＞

○福岡県・広川町の人口は増加傾向である一方で、八女市の人口は減少傾向（４０年間で約１／４の人口減）
○八女市の高齢者の割合は福岡県全体より約７％高く、生産年齢人口の割合は福岡県全体より約５％低い

資料：国勢調査（S50-H27) 資料：H27年国勢調査

▲人口の伸び率（S50-H27）

0～4歳
5～9歳
10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳
90～94歳
95～99歳
100歳以上
年齢「不詳」

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0%0.0%2.0%4.0%6.0%8.0%10.0%

65歳以上
（老年人口）

65歳以上
（老年人口）

15～64歳以下
（生産年齢人口）

15歳未満
（年少人口）

15～64歳以下
（生産年齢人口）

15歳未満
（年少人口）

八女市 広川町

全国
福岡県

高齢者割合が県より高い
（県25.9%＜八女市33.3%）

高齢者割合が県より高い
（県25.9%＜広川町27.0%）

15~64歳割合が
県より低い

（県59.9%
＞八女市54.7%）

15~64歳割合が
県より低い

（県59.9%
＞広川町58.1%）

▲対象区間周辺地域年齢階層別人口の割合（H27）
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３－２．地域の現状と課題＜暮らし・・・①－１渋滞＞

▲ 国道３号の渋滞状況（納楚交差点付近）

福島高校前
交差点

工業団地
入口交差点 丸野交差点納楚交差点川瀬交差点

▲国道３号（広川町～八女市）の速度分布図（平日混雑時）

写真①

平
日

下
り

平
日

上
り

下り

資料：H27全国道路・街路交通情勢調査
[商業施設]マップル2018.大型小売店総覧2017

[工業団地]国土数値情報「工業用地」

T’=20,054(台/日)
K=1.39
大型=20.9%

T’=13,748(台/日)
K=1.28

T’=16,228(台/日)
K=5.86

T’=22,561(台/日)
K=2.15

T’=19,011(台/日)
K=1.21
大型=31.5%

T’=13,415(台/日)
K=0.87
大型=25.1%

T’=24,282(台/日)
K=1.53
大型=19.5%

T’=53,534(台/日)
K=0.82
大型=25.4%

至

福
岡
市

至

熊
本
県

凡例

資料：H27全国道路・街路交通情勢調査
一般交通量調査

E3

上り

写真①

２車線区間で沿道施設が多い
広川中核工業団地等があり、
大型車交通が多い

▲福岡県内直轄国道における
大型車混入率の区間別ランキング

資料：H27全国道路・街路交通情勢調査

対象区間は
上位15%にすべて含まれる

（全511区間中）

上位5%（25位まで）の内
１／３（8区間）は
対象区間

■ 直轄国道
■ 国道３号対象区間

大
型
車
混
入
率

（％）

順位

至 大分県

至 佐賀県

資料：H27全国道路・街路交通情勢調査

○対象区間は２車線区間であるが、最も多い区間では交通容量を上回る２．４万台/日の交通が集中し、渋滞が発生している
○広川町には広川中核工業団地等があるため大型車交通が多く、対象区間の大型車混入率は県内直轄国道でも上位
○対象区間は、主要渋滞箇所が４箇所と集中しており、沿線店舗への出入交通が渋滞に拍車をかけている

：20km/h未満

：30km/h未満

：40km/h未満

：40km/h以上

（km/h）

上段：日交通量（台/日）
中段：混雑度
下段：大型車混入率（％）

442
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３－２．地域の現状と課題＜暮らし・・・①－２安全＞

吉田交差点工業団地
入口
交差点

丸野交差点納楚交差点牟礼茶屋交差点 大島交差点

死傷事故率
（件/億台ｷﾛ）

資料：交通事故データベース 資料：交通事故データベース▲国道３号（対象区間）の死傷事故率（H25～H28)

▲国道３号（対象区間）の事故類型割合
（H25～H28)

対象区間平均：159

対象区間

対象区間平均：159

死傷事故件数
451件／4年
（H25-28)

至

福
岡
市

至

熊
本
県

E3

県内国道平均：141

至 大分県

至 佐賀県

事故危険箇所
納楚交差点

○対象区間の平均死傷事故率は県内国道平均と比べ高い状況であり、追突事故が６割以上
○慢性的な渋滞の発生、大型車混入率が高いということだけでなく、線形不良箇所の存在や沿線店舗等への出入交通も多いため、自動
車交通の安全確保が課題である

442

線形不良箇所
（R=100m、2箇所）※1

9

※1：設計速度60km/hの場合の
道路構造令における標準値より（R<150m）
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３－２．地域の現状と課題＜②防災＞

▲ 九州縦貫自動車道の通行止め時の所要時間
(八女市役所～久留米市役所)

▲ 九州縦貫自動車道の通行止め実績 ▲ 国道3号に関連する浸水想定区域

浸水想定区域を
２箇所通過

資料：ETC2.0プローブデータ・夕ピーク時（16:00~18:00）
通常時：H29.4.1~H30.3.31平日 ※H29.7.6除く
通行止め時：H29.7.6

資料：NEXCO九州支社
資料：福岡県ＨＰ
「矢部川水系矢部川 洪水浸水想定区域図（想定最大規模）」
「筑後川水系広川 洪水浸水想定区域図（想定最大規模）」

対象区間

至

熊
本
県

E3

至 佐賀県

至 大分県

▲国道３号新矢部川橋（八女市）
（H30.7豪雨 九州縦貫通行止め時）

写真③

3

至 熊本県

至 福岡市

▲国道３号吉田交差点（八女市）
（H24九州北部豪雨時）

写真②写真① 至 福岡市

至 熊本県

3

3

至 福岡市

至 熊本県

▲国道３号川瀬交差点付近（広川町）
（H24九州北部豪雨時）

○近年、大雨等による九州縦貫自動車道通行止めが増加傾向にある
○九州縦貫自動車道が通行止めとなった際には、国道３号へ交通が集中、国道３号の容量不足が生じ、八女～久留米までの所要時間
が大幅に増加している

○対象区間の国道３号は浸水想定区域を２箇所通過しており、冠水による交通機能の低下、防災活動や物流への影響が懸念される

442
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（ 単位：回 ）
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通常時
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11３－２．地域の現状と課題＜産業・・・③－１製造業＞

▲ 製造品出荷額等の伸び率（H23=1.00）
資料：工業統計

鵜池第二工業団地

102/100％

久留米・広川新産業団地

232/100％

広川中核工業団地

581/100％

室岡工業団地

70/100％

今福工業団地

82/100％

鵜池工業団地

38/100％

▲企業の製造品搬出先
資料:八女市事業者ヒアリング調査

（Ｈ28）

製造品の８割
は地域外搬出

毎日利用
(N=29)

資料：広川町工業団地企業
アンケート調査結果（H26）

８割
回答数
N=45

６４%

利用していない
(N=3)

週に３日
以内の利用
(N=6)

週に４日
～６日利用
(N=7)

１６%

１３
%

７%
・インターが近く、鳥栖や久留米と比較して土地代
が安いのが魅力である。

資料: 広川町産業用地適地調査（H28）

・国道３号の渋滞による時間損失、定時性の低さ
から、ドライバーの人件費・燃料費が大きくなり
物流コストが増加している。

資料: 物流事業者ヒアリング（H27）

・国道３号の渋滞は、物流業にとって出入りがしに
くく立地対象にならない。

資料: 広川町産業用地適地調査（H28）▲国道３号の利用状況

宮ノ陣新産業工業団地

150/100％

百部隊工業団地

81/100％

平塚工業団地

302/100％

大刀洗南工業団地

52/100％

合川ハイテクパーク

40/100％

岡田工業団地

53/100％

筑紫野流通団地

161/98％

上岩田工業団地

114/100％

久留米ビジネスパーク

213/100％

久留米西田工業団地

144/100％

鵜池第二工業団地

102/100％

大牟田テクノパーク

408/100％

久留米・広川新産業団地

232/100％

広川中核工業団地

581/100％

室岡工業団地

70/100％

今福工業団地

82/100％

藤光産業団地

82/100％

工業団地

面積（千㎡）/分譲率（％）

鵜池工業団地

38/100％

至

福
岡
市

至

熊
本
県

対象区間

鳥栖西部第二工業用地

18/50％

新産業集積エリア鳥栖

210/0％

鳥栖北部丘陵新都市
（基山地区）

/100％

鳥栖北部丘陵新都市
（鳥栖地区）

2.9/％

鳥栖西部工業団地

249/100％

鳥栖商工団地

516/100％

対
象
区
間

広川町
ひろかわまち

八女市
や め し

至 福岡市

至 熊本県

３

209

至

佐
賀
県

藤光産業団地

82/100％

至 大分県

至 佐賀県

至

大
分
県

拡大図①

拡大図①

E3

広川IC

八女IC

E3

○対象区間沿線には多数の工業団地・流通団地が立地しており、広川町の製造品出荷額等の伸び率は福岡県全体に比べて大きく増
加傾向

○沿線の製造業企業は、地域外への搬出が８割、国道３号の週４回以上の利用が８割を占めており国道３号は地域の物流を担っている
○対象区間周辺の国道３号を利用している企業の多くが、渋滞により物流コストが増加しているなど、企業活動に影響を受けている

資料：平成３０年度版 福岡県の工業団地 各工業団地HP
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八女地区

500 

83%

その他
101 
17%

（単位：トン）

八女地区

47 

61%

その他
30 

39%

（単位：トン）

糸島市
374 
22%

八女地区

334 

20%

その他
992 
58%

（単位：トン）

八女地区

286 

41%
その他

419 
59%

（単位：トン）

八女地区

4554

28%

その他
11,694

72% （単位：ha）

八女地区

398

51%

その他
384
49%

（単位：千万円）

３－２．地域の現状と課題＜産業・・・③－２農業＞

資料：福岡市中央卸売市場
※八女地区：八女市・広川町

▲果実の品目別取扱実績（数量）：県内上位品目（H28地区別）

●農業関係者の声
キウイ・いちごの出荷先は関東が５割、関西
が３割。高速道路を利用しているが、広川IC
までのアクセス性が低い。アクセス性向上に
より、物流コストの縮減などが期待される。

資料：JA福岡八女ヒアリング調査(Ｈ2８)▲福岡県市町村別農業産出額（H29)

（単位：億円）

ぶどう

もも

いちご

国内キウイ

県内第１位

県内第１位

県内
第２位

県内第１位

資料：市町村別農業産出額（推計）

○八女地区（八女市・広川町）は農業が盛んな地域で、八女市の市町村別農業産出額は県内第２位、八女地区の農産品の福岡市中
央卸売市場における取扱実績等は多数の品目で県内上位となっている

○キウイ・いちごは関東や関西に出荷されているが、輸送に高速道路が利用されており、広川ＩＣへのアクセス性向上が課題である

久留米市
325
15%

八女市
254
12%

糸島市
166
8%

朝倉市
135
6%みやま市

116
5%

福岡市
106
5%

うきは市
84
4%

柳川市
71
3%

筑前町
66
3%

筑後市
63
3%

その他
795
36%

県内第２位
茶

県内第１位
菊

県内第１位

▲福岡県の畑耕地面積（H30）

資料：作物統計調査 耕地面積
※八女地区：八女市・広川町

▲福岡県の菊の販売額（H27）

資料：JA福岡八女提供資料
※八女地区：八女市・広川町

：集荷場（いちご等の果物） ：集荷ルート ：出荷ルート

各集荷場から
各方面に
それぞれ出荷

関東・関西
方面へ

▲いちごの集荷・出荷の流れ

対
象
区
間

至

大
分
県

至 熊本県

至

佐
賀
県

至 福岡市

12



13３－２．地域の現状と課題＜④観光＞

資料：福岡県観光入込客推計調査

▲ H29観光客数の内訳：県外と県内

▲観光客数伸び率（H24＝1.00）

【広川町・八女市の主な観光スポットやイベント】

対
象
区
間

資料：［観光拠点・イベント］福岡県観光入込客推計調査（H29）

至

大
分
県

至 熊本県

至

佐
賀
県

至 福岡市

E3

資料：福岡県観光入込客推計調査

○広川町の観光客数は増加傾向であるが、八女市は観光資源に恵まれる奥八女地域などを有するものの、県外からの集客力も弱く観光
客数は減少傾向

○国道３号の混雑により奥八女地域とのアクセス性が悪いことから所要時間の短縮が課題となっている

1.15 1.15 
1.18 

1.25 1.32 

0.99 1.00 1.01 0.93 

0.98 
1.00 

1.03 1.11 

1.13 
1.15 

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

H24 H25 H26 H27 H28 H29

（伸び率）

広川町 八女市 福岡県

県内70%

県内81%

県内83%

県外30%

県外19%

県外17%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

福岡県

広川町

八女市 県外客が
少ない

【奥八女地域：旧上陽町・旧黒木町・旧星野村・旧矢部村】

●観光関係者の声
・祭りの時期に渋滞して大変迷惑するが、道路が整備されれば渋滞による
不満も軽減され、観光客増加が期待される。

・山間地域に観光客が訪れてもらうには、道路交通体系の整備が特に重要
である。 資料：八女市山間部住民アンケート調査（Ｈ２７）

奥八女地域

13



14

24.9

25.0

37.4

40.2

38.0

56.8

63.0

25.4

25.5

32.9

35.0

34.3

45.3

64.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

広川分署

八女消防署

（旧八女市）

立花分署

上陽分署

八女東消防署

（黒木町）

星野分署

矢部分署

（分）

３－２．地域の現状と課題＜⑤医療＞

八女市山間部地域が
カバーできていない

▲救急搬送実績（八女消防管内）

▲救急搬送(収容)時間の経年変化

資料：八女消防本部

至

大
分
県

至 福岡市

至 熊本県

福岡県平均
H25：29.4分
H29：30.7分

八女市 広川町
H25 H29

E3

E34

至

大
分
県

H25 H29

資料：八女消防本部

○八女市、広川町には第３次救急医療施設が無く、久留米市へ搬送されており、八女消防管内の救急搬送実績は増加傾向にある
○第３次救急医療施設の３０分圏域人口カバー率は、八女市人口の約２割がカバーできていない状況となっている
○山間地域の搬送時間は県平均を大幅に上回っており、第３次医療施設までの速達性の確保が課題である

対
象
区
間至

佐
賀
県

499 505 560 634 627 735 649 643 597

553 639 758 902 829 788 859 777 579

2,518 2,533 2,404 2,258 2,198 2,354 2,460 2,490 2,644

3,5703,6773,722
3,7943,654

3,8773,9683,9103,820

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（人）

八女市

広川町

管外

▲ 第３次救急医療施設の時間圏・市町別人口カバー率
資料：H27全国道路・街路交通情勢調査指定最高速度

H27国勢調査人口より算出

73.3%

17.7%

20.5%

81.3%

52.7%

6.0% 1.0%

28.6%

0%

50%

100%

久留米市 広川町 八女市

10分圏

20分圏

30分圏

81.4%
100%99.8%

３次救急医療施設の３０分圏域
人口カバー率は、八女市人口の
約２割がカバーできていない
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４．政策目標（案）の設定
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16４．政策目標（案）の設定（地域の現状・課題と道路による要因）

地域の現状と課題 道路による要因 政策目標（案）

①－１渋滞
○対象区間には主要渋滞箇所が点在
○市街地の区間で著しい旅行速度の低下が発生

①－２安全
○死傷事故率は県内平均を上回る
○追突事故が６割を占める

②防災
○災害時に高速道路通行止めにより交通が集中
○対象区間の国道３号は浸水想定区域を２箇所通過

⑤医療
○八女市の第３次医療施設３０分圏カバー率は人口
の約２割がカバーできていない
○八女市山間地域の救急搬送時間は福岡県平均を
大きく上回る

③－１製造業
○国道３号沿線地域には多数の工業団地が立地
○渋滞により物流コストが増加しているなど、企業活
動に影響

③－２農業
○八女地区（八女市・広川町）は農業が盛んな地域で、
多数の品目で県内上位を占める
○県外への輸送時に広川ICへのアクセスが課題

④観光
○観光資源に恵まれる奥八女地域で観光客数が伸
び悩み

○２車線の交通容量を上回る交通が集中
○大型車混入率が著しく高い

○渋滞による断続的な発進・停止、沿道施設への出
入りに伴う加減速が発生

○大型車も利用可能な国道３号の代替路がない

○渋滞による所要時間の増大
○国道３号と山間地域間のアクセス性が悪い

○物流交通としての大型車交通量が国道３号に集中
○渋滞による所要時間の増大

【
暮
ら
し
】

【
防
災
】

【
医
療
】

【
産
業
】

①交通機能の向上による
交通環境の改善

②信頼性の高い道路ネット
ワークの確保

⑤速達性向上による救急医療
活動の支援

③速達性・定時性の向上による
産業活動の支援

④速達性・定時性の向上による
観光振興の支援

【
観
光
】
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５．意見聴取方法（案）
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18５－１．第１回意見聴取方法について

1. 意見聴取の基本方針
地域の課題・政策目標（案）に対する意見を伺う。

2. 意見聴取の対象
※１ ヒアリングは、地域の代表者および企業等へ対面方式での意見聴取。
※２ オープンハウスは、市役所等での説明。アンケート表による意見聴取。

オープンハウスの周知は市報などで広報。

※３ アンケートは、地域住民から対象者を無作為に抽出し、アンケート用紙を郵送し意見
聴取。（１世帯あたり、アンケート回答用返信ハガキを４枚同封予定）

3. 意見聴取の設問
■地域の課題、道路・交通の課題について

▲ 意見聴取範囲

対象者

ヒアリング ※１

【沿線自治体および団体代表者】福岡県・八女市・広川町・団体などへの意見聴取

沿線自治体：福岡県、八女市、広川町 ３自治体

各団体等：トラック協会、バス協会、タクシー協会、商工会議所、消防署、警察、観光協会、農協、教育など １５団体程度

【企業等】福岡県・八女市・広川町の関係企業への意見聴取

各企業：製造業、運輸・郵便業、卸売・小売業、宿泊・飲食サービス業、医療・福祉等 主要１００社程度

オープンハウス
（ヒアリング） ※２

【地域住民】沿線の八女市、広川町の市役所等にオープンハウスを設置

八女市：八女市役所等、広川町：広川町役場等 ３箇所程度

アンケート ※３

【地域住民】沿線の八女市、広川町の地域住民から対象者を無作為に抽出し、アンケート用紙を配布し意見聴取

八女市 （約 ５４，０００人） 約５，４００部（抽出）

広川町 （約 １６，０００人） 約１，７００部（抽出）

留置き

【広域的な道路利用者】道の駅にアンケート用紙とアンケート回収ボックスを設置し意見聴取

八女市：道の駅「たちばな」、熊本県山鹿市：道の駅「鹿北」、
広川町：九州縦貫自動車道 広川サービスエリア（上り線・下り線）

４箇所程度

八女IC

広川IC

久留米IC

みやま柳川IC

広川町
八女市

3

442

210

209

広川町役場

八女市役所

至 福岡市

至 熊本県

至

大
分
県

至

佐
賀
県

18

計
画
段
階
評
価
対
象
区
間



19５－２．意見聴取資料（案）

■アンケート調査の主旨やアンケートの対象者、今後の手続きの流れ等の説明

■住民アンケート（案）

国道３号 広川町～八女市
第１回 アンケート調査

令和●年●月

国土交通省 九州地方整備局

問い合わせ先 福岡国道事務所計画課
TEL：092-682-7747 (直通)
TEL：092-681-4731 (代表)

- 1 -
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20５－２．意見聴取資料（案） 20



21５－２．意見聴取資料（案） 21



22５－２．意見聴取資料（案） 22



23５－２．意見聴取資料（案）

■住民アンケート（案）
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